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1原子力機構 
原子力による高温熱を用いた水素製造のための高温ガス炉と水素製造施設の接続技術確立に向け、実用高温

ガス炉-水素製造システムのプラント制御設計に必須のシステム評価コードを新たに開発する必要がある。本

報ではその概要、これまでの開発状況、今後の開発計画を報告する。 
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1. はじめに 実用高温ガス炉水素製造システムに向け、起動停止や設備異常時等の運転方法や制御設計を確

立する必要がある。HTTR に水素製造施設 (天然ガスの水蒸気改質法) を接続する HTTR-熱利用試験では、運

転方法や制御設計の検討に必要なプラント動特性評価や水素製造施設異常に起因する原子炉施設内の可燃性

物質の移流拡散挙動評価が可能なシステム評価コードを開発する。 

2. システム評価コードの概要 システム評価コードは、これまで RELAP5 MOD3[1]をベースに開発を進めてき

た。水素製造施設を HTTR に接続したシステムを評価するため、プラント制御特性、可燃性ガスの移流拡散、

水素製造施設の熱物質収支の評価機能を追加する計画である。システム評価コードの評価体系を図１に示す。

プラント制御特性評価では、RELAP5 MOD3 標準搭載の制御系評価機能を用い、高温ガス炉特有のプラント熱

流力特性や核的動特性、制御系の相互作用を考慮する。異常時に水素製造施設から原子炉施設に流入する可

燃性ガスの移流拡散評価では、一次元拡散方程式を追加することで、可燃性ガス濃度の経時変化を評価する。

水素製造施設の熱物質収支評価では、水蒸気改質器における化学反応熱を考慮するとともに、構造体と冷却

材の温度を用いて、伝熱量を評価する。 

3. 開発計画 開発計画を表１に示す。原子炉廻りの熱流力特性に核的動特性を含めたプラント制御特性に係

る評価モデルは HTTR 熱負荷変動試験[2]の冷却材温度データを用いて検証する。水素製造施設の熱物質収支及

び高温ガス炉水素製造プラント動特性に係る評価モデルは、HTTR-熱利用試験で得られる運転・試験データに

より検証する。今後は、水素製造施設の熱物質収支に係る評価手法整備を優先して進める。 
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図１ システム評価コードの評価体系 

表１ システム評価コードの開発計画 
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